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平成30年度地方創生関係交付金事業効果検証結果 

 

１ 地方創生推進交付金の効果検証について 

⑴ 市単独事業 

① 奥の細道むすびの地大垣ＰＲ強化事業（平成28年度より継続） 

 

1) 基本事項 

担当所属 商工観光課 

総合戦略 

施策体系 

（該当箇所） 

基本目標 ２ 地域特性を生かした雇用の創生 

具体的な施策 ② 観光の振興 

施 策 1) 観光資源の活用 

事 業 8 奥の細道むすびの地大垣ＰＲ強化事業 

 

2) 事業内容 

事業内容 

「おくのほそ道の風景地ネットワーク」関係市町との情報共有等の連

携を深めながら、「奥の細道むすびの地大垣」の広域ＰＲを展開すると

ともに、回遊性を持つスタンプラリーを実施した。 

事業主体 NPO法人大垣観光協会 

実施方法 □直接実施  □委託  ■補助  □負担  □その他（   ） 

予 算 額 3,300,000円 

決 算 額 3,047,641円 

交付金額 1,523,820円（交付対象経費の1/2） 

※ 予算額・決算額・交付金額は、平成30年度の金額を記載。 

 

3) 事業の成果等 

重要業績 

評価指標 

（KPI） 

№ 指標名 基準値 目標値 実績値 

1 観光客数 266万人 293万人 309万人 

2 関東圏・関西圏からの休日滞在人口 7,400人 8,150人 計測不能 

事業効果 地方創生に非常に効果的であった 

今後の方針 

＜事業の終了＞ 

目標値を上回っており、事業効果はみられるため、より効果的な事業

内容を検討しながら、引き続き、「奥の細道むすびの地大垣」の広域Ｐ

Ｒを展開する。 
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② 子育てしやすいまち大垣サポート充実事業（平成28年度より継続） 

 

1) 基本事項 

担当所属 情報企画課、キッズピアおおがき子育て支援センター 

総合戦略 

施策体系 

（該当箇所） 

基本目標 １ 子育て日本一が実感できるまちの創生 

具体的な施策 ① 結婚・出産・子育てへの切れ目のない支援 

施 策 3) 子育て支援の充実 【子育て支援サービスの充実】 

事 業 3 子育て支援アプリ導入事業 

 

2) 事業内容 

事業内容 

スマートフォンを活用して、利用者が必要とする子育て支援に関する

情報を簡単に入手できる「子育て支援アプリ（平成28年度導入）」を管

理・運営し、子育て支援施策と連携して子育てサポートの充実を図ると

ともに、子育て世帯の大垣市内への移住・定住の促進等により、将来的

に人口を維持し、子育て日本一が実現できるまちを目指した。 

事業主体 大垣市 

実施方法 ■直接実施  □委託  □補助  □負担  □その他（   ） 

予 算 額 3,302,000円 

決 算 額 3,296,160円 

交付金額 0円 ※交付金は、「子育て支援アプリ」の導入時のみ活用。 

※ 予算額・決算額・交付金額は、平成30年度の金額を記載。 

 

3) 事業の成果等 

重要業績 

評価指標 

（KPI） 

№ 指標名 基準値 目標値 実績値 

1 合計特殊出生率 1.49 1.61 1.46（推計値） 

2 
市内20歳以上40歳未満女性人

口増減数 
－ 

-178人 

(対前年度) 

-313人 

(対前年度) 

3 市内20歳未満人口増減数 － 
-318人 

(対前年度) 

-344人 

(対前年度) 

事業効果 地方創生に効果があった 

今後の方針 

＜事業の終了＞ 

目標値に達しなかったものの、アプリのダウンロード数は順調に増加

しており、事業効果はみられるため、引き続き、利用者ニーズに合った

アプリの管理・運営となるよう、機能の改善や充実を図る。 



3 

③ クールおおがき推進事業（平成29年度より継続） 

 

1) 基本事項 

担当所属 商工観光課 

総合戦略 

施策体系 

（該当箇所） 

基本目標 ２ 地域特性を生かした雇用の創生 

具体的な施策 ② 観光の振興 

施 策 2) クールおおがきの推進 

事 業 1 クールおおがき推進事業 

 

2) 事業内容 

事業内容 

大都市圏・海外からの誘客促進や交流人口の増加からのさらなる地域

経済活性化を図るため、民間事業者や市民団体等と連携し、自然・歴史・

文化・産業資源やマンガ・アニメ等の地域資源を活用したプロモーショ

ン活動等を実施した。 

（アニメ「聲の形」や「おあむ物語」のプロモーション、お城スタンプ

ラリーの開催、アニメフェスティバルの開催 など） 

事業主体 NPO法人大垣観光協会 

実施方法 □直接実施  □委託  ■補助  □負担  □その他（   ） 

予 算 額 50,000,000円 

決 算 額 44,237,898円 

交付金額 22,118,948円（交付対象経費の1/2） 

※ 予算額・決算額・交付金額は、平成30年度の金額を記載。 

 

3) 事業の成果等 

重要業績 

評価指標 

（KPI） 

№ 指標名 基準値 目標値 実績値 

1 観光客数 264万人 288万人 309万人 

2 外国人観光客宿泊者数 61,047人 71,047人 38,748人 

事業効果 地方創生に相当程度効果があった 

今後の方針 

＜事業の発展＞ 

外国人観光客宿泊者数は目標値に達しなかったものの、観光客数が目

標値を大きく上回っていることから、事業効果はみられるため、より効

果的な事業内容を検討しながら、引き続き、国内・海外からの観光客誘

客（新規及びリピーター）の増進を図る。 
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④ 西美濃地域新産業創出事業（平成30年度新規） 

 

1) 基本事項 

担当所属 産業振興室 

総合戦略 

施策体系 

（該当箇所） 

基本目標 ５ 広域連携による圏域の新たな魅力の創生 

具体的な施策 ① 連携体制の構築による事業の推進 

施 策 3) 産業振興と雇用促進 

事 業 1 創業支援事業 

 

2) 事業内容 

事業内容 

西美濃地域の農林水産物・鉱工業品などの地域資源を活用した新産業

の創出に向け、既存の地域資源の洗い出しや事業所へのヒアリングをも

とに、新産業の素材選定を行い、「地域資源集（西美濃のタマゴ）」を

作成した。 

事業主体 西美濃創生広域連携推進協議会 

実施方法 □直接実施  □委託  ■補助  □負担  □その他（   ） 

予 算 額 5,000,000円 

決 算 額 4,824,900円 

交付金額 2,412,450円（交付対象経費の1/2） 

※ 予算額・決算額・交付金額は、平成30年度の金額を記載。 

 

3) 事業の成果等 

重要業績 

評価指標 

（KPI） 

№ 指標名 基準値 目標値 実績値 

1 事業を通じた西美濃地域新産業創出プログラムへの参加事業所数 － 5事業所 15事業所 

2 地域資源を活用した新産業への事業展開件数 － － － 

3 事業を通じた大垣ビジネスサポートセンター（Gaki-Biz）への相談件数 － 15件 17件 

事業効果 地方創生に非常に効果的であった 

今後の方針 

＜事業の継続＞ 

 目標値を達成しており、引き続き、「地域資源集（西美濃のタマゴ）」

を活用した事業の募集を通じて新たな人材の確保を図るとともに、新規

参入・事業化を進めていくためのノウハウを紹介するセミナー開催や、

大垣ビジネスサポートセンターを窓口としたアドバイス・相談等の支援

を実施する。 
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⑵ 広域連携事業 

① 国内海外観光プロモーション推進事業（平成29年度より継続） 

 

1) 基本事項 

担当所属 商工観光課 

総合戦略 

施策体系 

（該当箇所） 

基本目標 ５ 広域連携による圏域の新たな魅力の創生 

具体的な施策 ① 連携体制の構築による事業の推進 

施 策 2) 広域観光の推進 

事 業 1 国内・海外観光プロモーション事業 

 

2) 事業内容 

事業内容 

首都圏や関西圏などの大都市圏や海外からの観光客の誘客を図るた

め、西美濃地域3市9町で連携し、地域全体の魅力をＰＲする広域観光事

業を実施した。 

（観光客誘致促進キャンペーン事業、外国人観光客誘致強化事業、観光

情報誌製作事業 など） 

事業主体 西美濃広域観光推進協議会（西美濃地域3市9町）、NPO法人大垣観光協会 

実施方法 □直接実施  □委託  ■補助  ■負担  □その他（   ） 

予 算 額 34,000,000円 

決 算 額 31,687,552円（交付対象外経費を含む）※大垣市分 

交付金額 15,690,015円（交付対象経費の1/2）※大垣市分 

※ 予算額・決算額・交付金額は、平成30年度の金額を記載。 

 

3) 事業の成果等 

重要業績 

評価指標 

（KPI） 

№ 指標名 基準値 目標値 実績値 

1 西濃圏域における観光客数 1,432万人 1,482万人 1,469万人 

2 西濃圏域における転入者数 13,038人 13,838人 13,170人 

事業効果 地方創生に効果があった 

今後の方針 

＜事業の発展＞ 

目標値には達しなかったものの、観光客数・転入者数ともに基準値を

上回っており、事業効果はみられるため、長期的な視点で事業効果を捉

えながら、観光客誘客や認知度の向上に向け、より効果的なプロモーシ

ョン活動を実施する。 
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２ 地方創生拠点整備交付金の効果検証について 

⑴ 「（仮称）大垣市男女共同参画センター」の整備（平成29年度実施（繰越）） 

 

① 基本事項 

担当所属 男女共同参画推進室 

総合戦略 

施策体系 

（該当箇所） 

基本目標 １ 子育て日本一が実感できるまちの創生 

具体的な施策 ② ワーク・ライフ・バランスの推進 

施 策 2) 女性の活躍支援 

事 業 2 「（仮称）男女共同参画センター」の整備 

 

② 事業内容 

事業内容 

平成29年度に整備した「大垣市男女共同参画センター（ハートリンク

おおがき）」を管理・運営し、子育て支援施策と連携した女性の活躍支

援など、施設を有効活用した施策を推進することで、子育てしやすいま

ちへとつながる女性の自立と男女共同参画の実現を目指した。 

事業主体 大垣市 

実施方法 ■直接実施  ■委託  ■補助  ■負担  □その他（   ） 

予 算 額 12,928,000円 

決 算 額 11,383,790円 

交付金額      0円 ※交付金は、施設整備時のみ活用。 

※ 予算額・決算額・交付金額は、平成30年度の金額を記載。 

 

③ 事業の成果等 

重要業績 

評価指標 

（KPI） 

№ 指標名 基準値 目標値 実績値 

1 
市内20歳以上40歳未満女性人

口減少数 
－ 

-178人 

(対前年度) 

-313人 

(対前年度) 

2 合計特殊出生率 1.49 1.61 1.46（推計値） 

3 市内20歳未満人口減少数 － 
-318人 

(対前年度) 

-344人 

(対前年度) 

事業効果 地方創生に効果があった 

今後の方針 

＜事業の終了＞ 

 目標値に達しなかったものの、女性相談件数が施設開設前と比較して

増加していることから、事業効果はみられるため、引き続き、利用者ニ

ーズに留意しつつ、施設を有効活用した施策の充実を図る。 


